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※中⾧期で当社事業に影響が大きいと想定され、今回財務インパクト試算の対象としたリスク・機会については、黄色
ハイライトにしています。
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炭素税
導入後の
課税コスト

炭素税導入及び
エネルギー高騰に
よる調達コスト

エネルギー
高騰による
燃料コスト

成行での損益影響

脱炭素推進

環境配慮型製品の
開発促進による
利益増加

(水素・熱回収・CO2回収)
（温水回収・省エネ・節水）

対応策を
実施した場合の
損益影響

※今回調査しました予測情報をもとに、対応策のひとつとして挙げたものです。
さらに予測情報の精度を高め、環境配慮型製品のさらなる開発促進など、各種対応を検討してまいります。

※下表のパラメータ及び内部情報を用いて財務インパクトを算定しております。
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（ｔ-CO2）

（注:日阪製作所単体のみ、国内外の関係会社を含まず）
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